
札幌市市有施設アスベスト管理台帳（令和６年度分）の取りまとめ結果

１ 札幌市市有施設アスベスト台帳登録件数（吹付け石綿等）

令和６年度取りまとめ結果（吹付け石綿等）

使用頻度「高」
246箇所（164施設）

使用頻度「低」「不使用」
5箇所（2施設）

状態II
0箇所（0施設）

状態III
251箇所（166施設）

状態I
0箇所（0施設）

使用なし※２

2,261箇所（995施設）

吹付け材台帳登録件数
3,011箇所（1,153施設）

ひる石・その他
246箇所（164施設）

ひる石・その他
5箇所（2施設）

措置劣化状態

早急に除去等の改修を行う。
（吹付け石綿等の全面にわたって表面が荒れ、剥離している。）

状態I
（著しい損傷、劣化）

補修を行い、維持管理を行う。また、優先的に除去等の改修を行う。
（吹付け石綿等の表面が部分的に荒れ、一部剥離している。）

状態II
（部分的な損傷、劣化）

維持管理を行う。
（吹付け石綿等の表面が安定しており、劣化も進んでいない。）

状態III
（通常）

○参考）未措置の建材の劣化状態及びそれに対する措置について

※３ 囲い込み施設、薬剤による封じ込め施設を示す。

※２ 除去・解体済み施設及び分析結果等
で「含有なし」となった施設を含む。

※１ アスベスト含有とみなしている施設を含む。

使用あり※１

750箇所（286施設）

石綿・ロックウール
0箇所（0施設）

資料２

未措置
251箇所（166施設）

措置済み※３

499箇所（226施設）

石綿・ロックウール
0箇所（0施設）



札幌市市有施設アスベスト管理台帳（令和６年度分）の取りまとめ結果

２ 札幌市市有施設アスベスト台帳登録件数（保温材等）

令和６年度取りまとめ結果（石綿含有保温材・耐火被覆材・屋根用折板石綿断熱材）

使用頻度「高」
5,131箇所（348施設）

使用頻度「低」「不使用」
389箇所（184施設）

状態Ⅲ
5,520箇所（453施設）

未措置
5,520箇所（453施設）

措置済み※３

623箇所（234施設）

使用あり※１

6,143箇所（555施設）

使用なし※２

1,873箇所（241施設）

保温材等台帳登録件数
8,016箇所（702施設）

石綿含有保温材
5,117箇所（345施設）

石綿含有耐火被覆材
14箇所（10施設）

○参考）未措置の建材の劣化状態及びそれに対する措置について

※３囲い込み施設、薬剤による封じ込め施設を示す。

※２ 除去・解体済み施設及び分析結果等
で「含有なし」となった施設を含む。

※１ アスベスト含有とみなしている施設を含む。

措置劣化状態

早急に除去等の改修を行う。
（保温材の保護材が剥離し、露出した保温材の繊維のくずれ等が見
られる。）

状態I
（著しい損傷、劣化）

補修を行い、維持管理を行う。また、今後の計画的な除去等の改修
を行う。
（保温材の保護材が部分的に剥離しているが保温材は損傷、劣化
していない。）

状態II
（部分的な損傷、劣化）

維持管理を行う。
（保温材及び耐火被覆材が安定しており、劣化も進んでいない。）

状態III
（通常）

状態I
0箇所（0施設）

石綿含有保温材
344箇所（173施設）

石綿含有耐火被覆材
42箇所（17施設）

屋根用折板石綿断熱材
3箇所（3施設）

屋根用折板石綿断熱材
0箇所（0施設）

状態Ⅱ
0箇所（0施設）

資料２



札幌市市有施設アスベスト管理台帳（令和６年度分）の取りまとめ結果

３ 札幌市市有施設アスベスト台帳登録件数（煙突用石綿断熱材（煙突用石綿含有ライナー材を含む））

令和６年度取りまとめ結果（煙突用石綿断熱材（煙突用石綿含有ライナー材を含む））

使用頻度「高」
0箇所（0施設）

使用頻度「低」「不使用」
1箇所（1施設）

状態Ⅴ
0箇所（0施設）

未措置
1箇所（1施設）

措置済み※３

165箇所（142施設）

使用あり※１

166箇所（142施設）

使用なし※２

790箇所（698施設）

台帳登録件数
956箇所（824施設）

○参考）未措置の建材の劣化状態及びそれに対する措置について

※３囲い込み施設、薬剤による封じ込め施設を示す。

※２ 除去・解体済み施設及び分析結果等
で「含有なし」となった施設を含む。

※１ アスベスト含有とみなしている施設を含む。

措置劣化状態

直ちにボイラーを停止し、囲い込みを行った上で、早急に除去を行う
よう検討する。
（断熱材やライナー材が著しく損傷しており、ボイラーの稼働に支障
をきたしている。）

状態I
（著しい損傷）

大気濃度測定を行い、測定結果等の状況に応じて、早急な除去又
は優先的な除去等の改修を行う。
（断熱材やライナー材の剥落が一部認められ、劣化が著しい。）

状態Ⅱ
（著しい劣化）

大気濃度測定を行い、測定結果等の状況に応じて、早急な除去、優
先的な除去等又は計画的な除去等の改修を行う。
（断熱材やライナー材の剥落が一部認められ、多少劣化している。
又は、剥落をはっきりとは確認できないものの、全体的に劣化してい
る。）

状態Ⅲ
（劣化）

状態I
0箇所（0施設）

状態Ⅱ
0箇所（0施設）

状態Ⅲ
1箇所（1施設）

状態Ⅳ
0箇所（0施設）

措置劣化状態

維持管理を行う。また、計画的な除去等の改修を検討する。
（断熱材やライナー材の剥落が認められないものの、一部劣化して
いる。）

状態Ⅳ
（一部劣化）

維持管理を行う。
（断熱材やライナー材の剥落がなく、劣化が認められない。）

状態Ⅴ
（通常）

資料２


